


１ 学校の実態
 杉並区と隣接する世田谷区の最北部、京王線下高井戸駅から徒歩３分

近隣には日本大学文理学部、日大櫻丘高校、都立松原高校がある。

 下高井戸商店街の強力なバックアップがある。

 創立１３５年の伝統ある学校である。

 平成２２年度から地域運営学校として学校運営委員会を設置している。

２ 学校の状況

児童数 ８９１名

きはだ学級（肢体不自由）、くすのき学級（知的障害）

すまいるルーム（特別支援教室拠点）

学級数 全３３学級

教職員数 ７１名（講師を含む。ＳＳＳ１名配置） 令和４年１月現在

イメージキャラクター
「うさ松」



３ 校務改善の４つのポイント

（１）学校改善と人材育成・多忙感の軽減を考慮した学校評価



３ 校務改善の４つのポイント

（１）学校改善と人材育成・多忙感の縮減を考慮した学校評価

学校関係者評価委員会が分析

した報告書を根拠に、次年度の

学校経営計画を策定する。

効果

教育活動を学校経営計画
の下位目標という定点
（自己申告書とリンク）
で評価することにより、
多忙感が軽減できる。



３ 校務改善の４つのポイント

（２）教材研究日、成績処理日の設定

 設定までの手順

①１２月末までに学校評価を終える。

②１月当初までに年間行事計画案とを作成し、次年度の学校経営計画を教職員

に提示する。

③教育課程届出相談日までに各学年の意見を集約し、教材研究日を設定する。

 効果

①教職員が１年間の見通しをもって、勤務時間内に職務を終えるように計画を

たてることができる。

②教職員が共通理解した上で教材研究日、成績処理日を設定することができる。

③計画的に職務遂行することができ、多忙感を軽減できる。

シンボルツリー
「くすのき」



３ 校務改善の４つのポイント

（３）タイムマネジメント力の向上

 具体的な方法

①ＩＣカードによる勤務時間の管理

②出勤時に、具体的に何時に退勤するのかを自主的に示す在籍掲示板の設置

 効果

①校務分掌の遂行状況やタイムマネジメント力が向上した。

②平均的に勤務時間の縮減ができた。



３ 校務改善の４つのポイント

（４）スクールサポートスタッフ、学校運営委員会（学校地域支援本部、地域運営

学校）、ＰＴＡボランティア、アウトソーシングの連携と活用

 スクールサポートスタッフによる学級事務の削減

印刷や教材作成等の学級事務が概ね２割削減された。

内容を詳細に記載した依頼票入れ



３ 校務改善の４つのポイント

（４）スクールサポートスタッフ、学校運営委員会（学校地域支援本部、地域運営

学校）、学校支援コーディネーター、ＰＴＡボランティア、学識経験者の連携

 学校支援の連携の場としての学校運営委員会

学校支援コーディネーターやＰＴＡ代表、下高井戸商店街代表、地域代表、学校からは

管理職と教務主任が出席し、学校支援についての連絡・調整を図っている。

例１ ミシンの実習など、実技教科への支援（ＰＴＡボランティア）
例２ 朝学習での「読み聞かせ」（地域サークル）
例３ スポーツクラブ指導員による体育授業（民間企業）
例４ 土曜日に実施する算数補習「算数まんてん塾」の開催（日本大学サークル）
例５ ＰＴＡのＨＰで各種ボランティアを募集するサイトの活用

※その他、指導計画上、民間企業の出張授業等、教員の要望に応じて、学校支援コー
ディネーターが情報収集し、依頼することもある。




